
本
稿
は
、「《
資
料
》
竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介
│
和
歌
を
主

題
と
す
る
組
香
（
一
）
│
」（『
社
会
科
学
』
第
４６
巻
第
３
号
、
二
〇
一
六
年
一

一
月
）、「
同
│
同
（
二
）
│
」（『
社
会
科
学
』
第
４６
巻
第
４
号
、
二
〇
一
七
年

二
月
）、「
同
│
同
（
三
）
│
」（『
社
会
科
学
』
第
４７
巻
第
１
号
、
二
〇
一
七
年

五
月
）、「
同
│
同
（
四
）
│
」（『
社
会
科
学
』
第
４７
巻
第
２
号
、
二
〇
一
七
年

八
月
）、「
同
│
同
（
五
）
│
」（『
社
会
科
学
』
第
４７
巻
第
３
号
、
二
〇
一
七
年

十
一
月
）、「
同
│
同
（
六
）
│
」（『
社
会
科
学
』
第
４７
巻
第
４
号
、
二
〇
一
八

年
二
月
）、「
同
│
同
（
七
）
│
」（『
社
会
科
学
』
第
４８
巻
第
１
号
、
二
〇
一
八

年
五
月
）、「
同
│
同
（
八
）
│
」（『
社
会
科
学
』
第
４８
巻
第
２
号
、
二
〇
一
八

年
八
月
）、「
同
│
同
（
九
）
│
」（『
社
会
科
学
』
第
４８
巻
第
３
号
、
二
〇
一
八

年
十
一
月
）、「
同
│
同
（
十
）
│
」（『
社
会
科
学
』
第
４８
巻
第
４
号
、
二
〇
一

九
年
二
月
）、「
同
│
同
（
十
一
）
│
」（『
社
会
科
学
』
第
４９
巻
第
１
号
、
二
〇

一
九
年
五
月
）、「
同
│
同
（
十
二
）
│
」（『
社
会
科
学
』
第
４９
巻
第
２
号
、
二

〇
一
九
年
八
月
）、「
同
│
同
（
十
三
）
│
」（『
社
会
科
学
』
第
４９
巻
第
３
号
、

二
〇
一
九
年
十
一
月
）、「
同
│
同
（
十
四
）
│
」（『
社
会
科
学
』
第
４９
巻
第
４

号
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）
に
引
き
続
き
、
竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
所
載

の
組
香
に
つ
い
て
、
と
く
に
和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
を
対
象
に
、
翻
刻
と
考

察
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
数
の
巻
か
ら
、
花
睡
香
を
取
り
上

げ
る
。
こ
れ
に
て
、「
竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介
│
和
歌
を
主
題

と
す
る
組
香
│
」
と
題
す
る
一
連
の
資
料
紹
介
を
終
え
る
。
資
料
に
関
わ
る
基

本
的
な
説
明
は
、「《
資
料
》
竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介
」（『
社

会
科
学
』
第
４６
巻
第
２
号
、
二
〇
一
六
年
八
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

凡
例
お
よ
び
香
道
用
語
解
説
は
、
前
掲
『
社
会
科
学
』
第
４６
巻
第
３
号
に
詳
述

し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
以
下
に
そ
の
概
略
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

凡
例

一
、
翻
刻
本
文
は
、
底
本
の
原
態
を
尊
重
し
つ
つ
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に

通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
す
。
ま
た
、
朱
書
き
に

は
、「（
朱
）」
と
示
し
、
一
面
の
終
わ
り
に
は
�
」
�
を
付
し
て
丁
数

《
資
料
》

竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介

│
│
和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
（
十
五
）
│
│

矢

野

環

福

田

智

子

二
三



を
記
す
。

一
、
考
察
に
は
、（
１
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
、（
２
）
和
歌
作
品
と
の
関

わ
り
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
を
設
け
る
。

一
、（
１
）
の
冒
頭
に
は
、
構
造
式
を
記
す
。
ま
た
、
解
説
を
要
す
る
香

道
用
語
に
は
「
＊
」
を
付
す
。
そ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
、「
香
道

用
語
解
説
」（『
社
会
科
学
』
第
４６
巻
第
３
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、（
２
）
で
引
用
す
る
和
歌
作
品
の
本
文
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り

『
新
編
国
歌
大
観
』V

er.2
（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
に
拠
る
。

一
、
巻
末
に
は
影
印
を
付
す
。

《
数
巻
│
一
〇
》
花
睡
香

【
翻
刻
】△

（
朱
）
花
睡
香

類
題
倭
哥
集

思
ひ
侘
ぬ
せ
め
て
胡
蝶
の
夢
も
か
な
心
の
花
の
た
の
し
み
に
せ
ん

此
哥
に
よ
り
て
綴
侍
た
る
也
。
坂
内
宗
拾
秘
蔵
せ
し
組
香
の
由
云

傳
ふ
。

一

試
な
し
。

一

一
炷
開
。」
数
五
〇
オ

一

十
炷
香
の
札
を
用
。

一

一
二
三
客
の
香
、
各
三
包
充
、
都
合
十
二
包
打
交
、
其
内
一
包
除

け
、
残
十
一
包
出
香
と
し
て
、
一
炷
充
取
て
焚
出
す
。
初
香
と
次
香

は
二
炷
終
て
包
紙
を
開
き
、
三
炷
目
よ
り
は
一
炷
毎
に
包
紙
を
開
く

べ
し
。

（
竪
脱
カ
）

一

盤
は
十
行
横
界
十
二
間
一
界
の
内
に

各
穴
有

。

立
物
」
数
五
〇
ウ

花
臺
盤
の
幅
同
寸
に
し
て

盤
の
向
ふ
に
置
く

牡
丹
作
物
花
臺
の
上
に
三
本
程
美
事
に

錺
る
。
廻
り
に
穴
十
を
明
る
。

蝶
拾
羽
始
は
柄
に
付
置
く
。
後
に

牡
丹
に
と
ま
る
よ
ふ
に
作
る
。

一

香
の
聞
様
、
無
試
十
炷
香
の
通
也
。
札
打
様
も
替
事
な
し
。

一

立
物
進
は
、
初
一
炷
を
満
座
聞
て
札
を
打
極
て
一
の

札
打
也

。
香
元
へ
廻
り
来

る
と
、
蝶
を
不
残
一
間
目
の
穴
に
立
て
、
銘
々
打
た
る
札
を
取
て
、

蝶
の
本
に
そ
れ
�
�
に
並
べ
置
く
也
。
二
炷
目
よ
り
聞
に
随
ひ
、
客

地
香
の
差
別
な
く
何
人
聞
に
て
も
記
録
点
の
」
数
五
一
オ

数
に
合
て

其
程
進
む
べ
し
。

モ
ト

一

独
聞
三
度
有
た
る
は
其
蝶
を
花
の
下
に
て
睡
る
と
い
ふ
心
に
て
牡
丹

の
廻
り
に
立
る
独
聞
續
と
續
ざ
る

に
は
拘
わ
ら
ず

。
五
度
有
は
、
蝶
を
牡
丹
の
花
に
と
ま
ら

せ
る
也
。
皆
中
も
同
前
な
り
。
蝶
の
花
の
下
に
睡
て
後
に
三
炷
續
て

聞
違
た
る
は
、
蝶
を
最
前
の
所
に
初
の
ご
と
く
立
て
る
也
。
假
令
は

三
間
目
に
て
独
聞
三
度
あ
り
て
花
の
下
に
至
ら
ば
、
此
度
も
三
間
目

に
前
の
こ
と
く
戻
し
て
立
替
る
べ
し
。」
数
五
一
ウ

一

記
録
は
、
初
炷
目
は
始
よ
り
一
と
不
残
認
置
き
、
二
炷
目
よ
り
度
毎

に
札
を
写
べ
し
。
同
香
三
包
の
内
に
て
点
掛
様
左
の
ご
と
し
。

二
四
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初
炷
聞
一
点

二
炷
聞
二
点

三
炷
聞
三
点

初
炷
聞
一
点

二
炷
聞
二
点

三
炷
違
点
な
し

初
炷
聞
一
点

二
炷
違
点
な
し

三
炷
聞
二
点

初
炷
違
点
な
し

二
炷
聞
一
点

三
炷
聞
二
点

始
て
出
た
る
香
に
始
て
の
札
を
打
た
る
は
定
而
一
点
懸
る
。
其

次
よ
り
其
札
二
枚
結
ざ
れ
は
点
な
し
。
又
其
香
と
別
札
に
て
も

中
下
と
二
枚
結
た
ら
ば
一
点
充
か
く
る
べ
し
。」
数
五
二
オ

点
例
見
分
の
た
め

朱
墨
に
て
認
る

ウ
除
香
（
朱
）

〔
表
〕」
数
五
二
ウ

一
番
目
に
打
た
る
惣
一
の
札
は
、
中
下
の
内
と
二
炷
結
た
る
時
は

点
な
し
。
二
番
目
よ
り
は
始
て
出
た
る
香
に
始
て
の
札
打
た
る
は

定
て
一
点
充
か
く
る
也
。

甲
行
（
朱
）

○
始
て
出
た
る
一
香
に
二
の
札
、
始
て
打
た
る
故
に
一
点
朱
点

な
り
、

二
炷
目
三
炷
目
の
一
香
に
二
の
札
打
ざ
る
故
に
、
二
炷
目
よ
り

点
な
し
。
別
札
に
て
も
中
下
結
た
ら
ば
点
か
く
る
べ
し
。

○
始
て
出
た
る
二
の
香
に
三
の
札
、
始
て
打
た
る
故
に
一
点
朱点

なり
、
二
炷
目
三
炷
目
の
二
の
香
に
一
の
札
打
て
中
下
結
た
る
故

に
、
三
の
札
拘
わ
ら
す
一
点
充
、
都
合
三
点
也
。」
数
五
三
オ

乙
行
（
朱
）

○
始
て
出
た
る
一
香
に
一
の
札
打
た
れ
ど
も
、
始
て
打
た
る
札
に

て
非
る
故
に
点
な
し
。
二
炷
目
三
炷
目
の
一
香
に
三
の
札
打
て

中
下
結
た
る
故
に
、
中
一
点
下
二
点
、
都
合
三
点
か
く
る
也
。

○
二
の
香
は
上
下
結
た
る
故
に
三
点
也
。

丙
行
（
朱
）

○
三
の
香
は
上
中
結
た
る
故
に
三
点
也
。

○
始
て
出
た
る
一
の
香
に
二
の
札
、
始
て
打
た
る
故
に
一
点
朱点

なり
、
始
て
出
た
る
ウ
の
香
に
ウ
の
札
始
て
打
た
る
故
に
一
点
朱点

なり
、
各
中
下
結
ざ
る
故
に
点
な
し
。

丁
行
（
朱
）」
数
五
三
ウ

○
始
て
出
た
る
一
の
香
、
始
て
出
た
る
二
の
香
、
始
て
出
た
る
ウ

の
香
、
各
始
て
の
札
打
た
る
故
に
皆
一
点
充
朱
点

な
り
、
各
中
下
結

さ
る
故
に
点
な
し
。

戊
行
（
朱
）

○
三
の
香
上
下
結
た
る
故
に
、
都
合
三
点
か
く
る
。

○
一
の
香
上
中
下
結
た
る
故
に
、
都
合
六
点
か
く
る
。

○
二
の
香
中
下
結
た
る
故
に
、
都
合
三
点
か
く
る
。

但
し
始
に
出
た
る
二
の
香
に
始
て
の
札
打
ざ
る
故
に
点
な

し
。

○
ウ
の
香
二
炷
聞
た
る
故
に
、
都
合
三
点
か
く
る
一
炷
は

除
香
也
。

一

記
録
認
様
左
に
顕
す
。」
数
五
四
オ

花
睡
香
之
記

一
除
（
朱
）

竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

二
五



〔
表
〕」
数
五
四
ウ

花
睡
香
盤
立
物
之
圖

臺
は
唐
木
に
て
作
る

（
図
中
）
盤
の
幅
と
同
寸
也
（
朱
）

紅
白
の
花
を
取
交
て
美
事
に
作
て
よ
し
。

花
の
下
に
穴
を
十
を
明
る

蝶

拾
本

柄
は
長
短
あ
る
が
よ
し

（
図
中
）
此
所
ぬ
け
る
（
朱
）

〔
図
〕」
数
五
五
オ

〔
図
〕」
数
五
五
ウ

【
考
察
】

（
１
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

一二
�

� �

�

� �

�
３－

１＝

２×１
＋

１×９

三ウ
＊

＊

＊

本
香
に
は
、
地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
と
「
客
」
の
香
、
各
三
包

＊

計
十
二
包
の
う
ち
一
包
を
除
き
、
残
り
十
一
包
を
用
い
る
。
試
香
は
な

＊

い
。
十
炷
香
札
を
用
い
、
無
試
十
炷
香
の
要
領
で
香
を
聞
き
、
札
を
打

つ
。
初
香
と
次
香
は
二
炷
聞
き
終
わ
っ
て
か
ら
包
紙
を
開
い
て
答
え
を
披

露
す
る
が
、
三
炷
目
以
降
は
、
一
炷
開
き
で
香
を
焚
く
。
盤
物
で
あ
る
。

盤
は
、
竪
十
行
横
界
十
四
間
で
、
枡
目
の
内
側
に
ひ
と
つ
ず
つ
穴
の
あ

る
も
の
を
用
い
る
。
立
物
に
は
、
盤
の
幅
と
同
じ
大
き
さ
の
花
台
を
用
意

し
、
盤
の
向
こ
う
側
に
置
く
。
そ
し
て
、
そ
の
花
台
の
上
に
、
牡
丹
の
作

り
物
を
三
本
程
度
、
美
し
く
飾
り
、
そ
の
周
り
に
穴
を
十
開
け
て
お
く
。

ま
た
、
蝶
を
十
羽
用
意
し
、
始
め
は
柄
に
付
け
て
お
く
が
、
後
に
牡
丹
に

と
ま
ら
せ
る
た
め
に
、
柄
か
ら
外
れ
る
よ
う
に
作
っ
て
お
く
。

立
物
の
進
め
方
は
、
ま
ず
、
初
め
の
一
炷
に
つ
い
て
、
無
試
十
炷
香
の

よ
う
に
連
中
み
な
が
「
一
」
の
札
を
打
ち
、
香
元
に
香
炉
が
戻
っ
て
く
る

の
を
待
っ
て
、
蝶
を
す
べ
て
一
間
目
の
穴
に
立
て
る
。
打
っ
た
「
一
」
の

札
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
蝶
の
元
に
並
べ
て
置
い
て
お
く
。
二
炷
目
か
ら
は
、

客
香
・
地
香
の
区
別
な
く
、
ま
た
、
聞
き
当
て
た
人
数
に
関
わ
ら
ず
、
以

下
に
説
明
す
る
記
録
点
の
数
に
合
わ
せ
て
蝶
を
進
め
る
。

＊独
り
聞
き
が
、
連
続
す
る
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
三
度
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
蝶
を
牡
丹
の
下
に
立
て
る
。
独
り
聞
き
が
五
度
あ
っ
た
と
き
や
、
十

一
炷
す
べ
て
を
聞
き
当
て
た
と
き
は
、
蝶
を
牡
丹
の
花
に
と
ま
ら
せ
る
。

蝶
を
牡
丹
の
下
に
立
て
た
後
に
、
三
炷
続
け
て
聞
き
違
え
た
と
き
は
、
蝶

を
元
の
盤
上
の
位
置
に
戻
す
。
た
と
え
ば
、
蝶
を
三
間
目
に
立
て
た
後

に
、
独
り
聞
き
が
三
度
あ
っ
て
花
の
下
に
蝶
を
立
て
た
場
合
、
そ
の
後
の

香
を
三
炷
連
続
で
聞
き
違
え
る
と
、
蝶
は
元
の
三
間
目
に
戻
し
て
立
て
る

二
六
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こ
と
に
な
る
。

記
録
に
は
、
最
初
の
一
炷
は
始
め
か
ら
す
べ
て
「
一
」
と
書
い
て
お＊

き
、
二
炷
目
か
ら
一
炷
ご
と
に
札
の
答
え
を
写
し
て
い
く
。
点
数
は
、
同

＊

香
三
炷
（
以
下
、
出
香
順
に
よ
り
「
上
」「
中
」「
下
」
と
示
す
。）
の
う

ち
、
上
の
香
に
こ
れ
ま
で
打
っ
て
い
な
い
札
を
打
つ
と
一
点
と
な
る
。
以

降
、
同
香
を
二
炷
聞
き
当
て
る
と
二
点
、
三
炷
す
べ
て
だ
と
三
点
を
得

る
。以

下
、
具
体
的
に
得
点
例
を
も
と
に
説
明
す
る
。
な
お
、
得
点
例
に

は
、
上
の
香
に
こ
れ
ま
で
打
っ
て
い
な
い
札
を
打
っ
て
一
点
を
得
た
箇
所

に
は
朱
の
合
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。

甲
行
で
は
、「
一
」
の
香
の
上
に
「
二
」
の
札
を
初
め
て
打
っ
た
の
で
、

一
点
（
朱
点
部
分
）
を
得
る
。
だ
が
、
中
・
下
の
「
一
」
の
香
に
「
二
」

の
札
を
打
っ
て
い
な
い
た
め
、
以
降
の
点
は
な
い
。
た
だ
し
、「
二
」
の

札
で
な
く
て
も
、
別
の
札
で
中
・
下
の
同
香
を
聞
き
当
て
て
い
れ
ば
得
点

と
な
る
。
た
と
え
ば
、「
二
」
の
香
の
上
に
「
三
」
の
札
を
初
め
て
打
っ

た
の
で
、
一
点
（
朱
点
部
分
）
で
あ
る
が
、「
二
」
の
香
の
中
・
下
に
つ

い
て
と
も
に
「
一
」
の
札
を
打
ち
、
同
香
を
聞
き
当
て
て
い
る
の
で
、

「
三
」
の
札
で
な
く
て
も
一
点
と
二
点
の
合
計
三
点
を
得
る
。

乙
行
で
は
、「
一
」
の
香
の
上
に
「
一
」
の
札
を
打
っ
た
け
れ
ど
も
、

す
で
に
一
炷
目
で
「
一
」
の
札
を
打
っ
て
お
り
、
初
め
て
打
っ
た
札
で
は

な
い
の
で
点
は
な
い
。
だ
が
、「
一
」
の
香
の
中
・
下
に
つ
い
て
、
と
も

に
「
三
」
の
札
を
打
ち
、
同
香
を
聞
き
当
て
て
い
る
の
で
、
一
点
と
二
点

の
合
計
三
点
を
得
る
。
な
お
、「
二
」
の
香
は
、
上
・
下
の
同
香
二
炷
を

聞
き
当
て
て
、
一
点
と
二
点
の
合
計
三
点
を
得
る
。

丙
行
で
は
、「
三
」
の
香
の
上
・
中
を
聞
き
当
て
て
い
る
の
で
、
一
点

と
二
点
の
合
計
三
点
を
得
る
。
ま
た
、「
一
」
の
香
の
上
に
「
二
」
の
札

を
初
め
て
打
っ
た
の
で
一
点
（
朱
点
部
分
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
ウ
」

の
香
の
上
に
「
ウ
」
の
札
を
初
め
て
打
っ
た
の
で
一
点
（
朱
点
部
分
）
を

得
る
が
、
中
・
下
の
同
香
を
聞
き
違
え
て
い
る
の
で
、
以
下
の
点
数
は
な

い
。丁

行
で
は
、「
一
」「
二
」「
ウ
」
の
香
の
上
に
、
そ
れ
ぞ
れ
初
め
て
の

札
を
打
っ
た
の
で
、
一
点
ず
つ
（
朱
点
部
分
）
計
三
点
を
得
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
中
・
下
の
同
香
を
聞
き
違
え
て
お
り
、
そ
の
他
の
点
数
は
な
い
。

戊
行
で
は
、「
三
」
の
香
の
上
・
下
を
聞
き
当
て
て
い
る
の
で
、
一
点

と
二
点
の
計
三
点
、「
一
」
の
香
の
上
・
中
・
下
、
す
べ
て
を
聞
き
当
て

て
、
一
点
・
二
点
・
三
点
の
計
六
点
、「
二
」
の
香
の
中
・
下
を
「
三
」

の
札
で
同
香
と
聞
き
当
て
て
、
一
点
と
二
点
の
計
三
点
を
得
る
。
た
だ

し
、
三
炷
目
に
出
た
「
二
」
の
香
の
上
に
は
一
炷
目
と
同
じ
「
一
」
の
札

を
打
っ
て
お
り
、
初
め
て
の
札
で
は
な
い
の
で
得
点
は
な
い
。「
ウ
」
の

香
に
つ
い
て
は
、
二
炷
聞
き
当
て
て
い
る
の
で
、
一
点
と
二
点
の
計
三
点

を
得
る
。「
ウ
」
香
の
残
り
一
炷
は
除
か
れ
た
香
で
あ
る
。

（
２
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り
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冒
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
類
題
和
歌
集
』
巻
第
二
十
三
恋
部

五
、
二
二
九
三
六
番
に
載
る
（
本
文
の
引
用
は
、
研
究
叢
書
４１３
『
類
題

和
歌
集
』〈
日
下
幸
男
編
、
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
〉
に
拠

る
。）。

寄
蝶
恋

思
ひ
侘
ぬ
せ
め
て
胡
蝶
の
夢
も
か
な
心
の
花
の
た
の
し
み
に
せ
ん

作
者
名
は
明
記
し
な
い
が
、
集
付
に
「
信
太
杜
」
と
あ
る
。
こ
の
歌
は
、

『
宗
良
親
王
千
首
』
七
四
一
番
に
同
じ
題
で
載
る
が
、
こ
の
歌
集
は
、「
跋

文
の
末
尾
に
み
え
る
親
王
の
『
か
き
お
く
も
あ
だ
な
る
千
え
の
こ
と
の
は

よ
何
と
し
の
だ
の
も
り
の
下
風
』
に
よ
っ
て
、『
信
太
杜
千
首
』
と
も
称

さ
れ
る
」（『
新
編
国
歌
大
観
』
宗
良
親
王
千
首
解
題
、
小
池
一
行
・
相
馬

万
里
子
・
八
嶌
正
治
）
と
い
う
。
本
伝
書
の
集
付
は
、
こ
の
名
称
に
拠
る

と
見
ら
れ
る
。

本
伝
書
に
は
、
本
組
香
が
、「
坂
内
宗
拾
」
の
「
秘
蔵
」
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
記
さ
れ
る
。「
坂
内
宗
拾
」
は
、
武
辺
隆
生
（
建

部
隆
勝
）
に
香
を
学
ん
だ
宗
易
（
千
利
休
）
が
、
同
門
の
山
上
宗
二
に
、

「
香
ノ
事
ハ
坂
内
宗
拾
ニ
問
ベ
シ
」（『
山
上
宗
二
記
』）
と
語
っ
た
と
い
う

人
物
。「
曽
呂
利
新
左
衛
門
」
と
同
一
人
物
と
の
見
方
も
あ
る
が
、
現
時

点
で
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。

ち
な
み
に
、
米
川
流
を
開
い
た
米
川
常
伯
は
、
香
道
を
、
坂
内
宗
拾
の

門
人
「
六
哲
」（『
香
道
濫
觴
伝
書
』）
の
ひ
と
り
、
京
都
相
国
寺
の
蘭
秀

等
芳
に
学
ん
で
い
る
。

附
記本

稿
は
、「
知
識
発
見
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
ア
プ
リ
の
開
発
と
日
本
伝
統

文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
２０
期
研
究
会

第
３
研
究
（
二
〇
一
九
〜
二
〇
二
一
年
度
）、
お
よ
び
「
古
典
籍
の
保
存
・
継

承
の
た
め
の
画
像
・
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
日
本
文
化
の
歴
史
的

研
究
（
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号
１
６
Ｋ
０
０
４
６

９
、
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
九
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

二
八
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【
影
印
】
綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も
の
。

（
数
・
五
一
丁
裏
）

（
数
・
五
一
丁
表
）

（
数
・
五
〇
丁
裏
）

（
数
・
五
〇
丁
表
）
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（
数
・
五
二
丁
裏
）

（
数
・
五
二
丁
表
）

（
数
・
五
三
丁
裏
）

（
数
・
五
三
丁
表
）
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（
数
・
五
四
丁
裏
）

（
数
・
五
四
丁
表
）

（
数
・
五
五
丁
裏
）

（
数
・
五
五
丁
表
）
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